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日
本
神
話
に
お
け
る
「
南
天
原
」
　
の
訓
読
の

転
靴
に
関
す
る
研
究
　
（
1
）

松

　

浦

　

明

　

博

『
古
事
記
』
編
纂
者
（
筆
録
者
）
に
は
、
「
南
天
原
」

の
訓
読
に
関
し
、
『
「
高
」
　
の
下
に
く
る
　
「
天
」
　
は
ア

マ
と
訓
ぜ
よ
。
こ
れ
よ
り
後
は
こ
れ
に
倣
え
　
（
従

え
）
。
』
と
の
明
確
な
指
示
（
訓
注
）
が
存
す
る
。
筆

者
は
、
「
日
本
神
話
に
お
け
る
南
天
原
の
訓
注
の
解

釈
お
よ
び
訓
読
の
転
靴
に
関
す
る
研
究
」
　
（
『
大
月
短

期
大
学
六
十
周
年
記
念
論
集
』
所
収
）
　
に
お
い
て
、
こ

の
点
に
改
め
て
注
目
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
転
靴
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
教
育
現
場
に
お
け
る
歴
史
教

育
・
神
話
教
育
等
へ
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

日
本
神
話
の
中
で
特
別
な
意
味
を
持
つ
　
「
南
天
原
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
「
日
本
神
話
と

は
何
か
」
　
と
の
問
い
に
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え

る
く
れ
る
こ
と
と
な
る
。

平
成
十
三
年
度
扶
桑
社
版
『
新
し
い
歴
史
教
科

書
』
で
は
、
戦
後
の
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
初
め
て

日
本
神
話
が
記
載
さ
れ
た
。
次
い
で
平
成
二
十
八
年

度
四
月
か
ら
の
使
用
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
で
は
、

な
ん
と
全
社
が
日
本
神
話
に
関
し
て
大
コ
ラ
ム
又
は

小
コ
ラ
ム
を
設
け
説
明
し
て
い
る
。
特
に
、
東
京
書

籍
、
教
育
出
版
、
清
水
書
院
、
自
由
社
、
育
鵬
社
は

二
貴
大
コ
ラ
ム
を
設
け
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
う
ち
、

復
刊
第
三
号
　
　
　
東
京
都
教
師
会
発
行

（
事
務
局
）
横
浜
市
都
筑
区
茅
ヶ
崎
南
四
ノ
十
四
ノ
一
ノ
三
一
〇

四
社
で
　
「
南
天
原
」
　
の
用
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
自
由
社
以
外
は
い
ず
れ
も
「
た
か
ま
が
は
ら
」

と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
だ
。
日
本
の
歴
史
学
の
通
説

に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
驚
く
べ
き
こ

と
に
、
新
版
の
自
由
社
の
歴
史
教
科
書
で
は
、
計
六

箇
所
に
南
天
原
の
語
句
が
登
場
し
、
う
ち
三
箇
所
に

ル
ビ
を
ふ
り
　
「
た
か
あ
ま
は
ら
」
　
と
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
新
版
の
自
由
社
歴
史
教
科
書
は
、
文

部
科
学
省
の
教
科
書
検
定
を
通
過
し
、
市
販
本
も
市

場
に
広
く
流
通
し
て
お
り
、
「
た
か
あ
ま
は
ら
」
　
と

訓
ず
る
こ
と
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
、
公
的
に
も
認

め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
歴

史
学
や
歴
史
教
育
に
お
い
て
は
、
「
た
か
ま
が
は
ら
」

と
の
読
み
が
通
説
で
あ
る
。
筆
者
は
、
教
育
者
と
し

て
研
鎖
を
積
む
中
で
、
生
徒
や
学
生
た
ち
に
、
わ
ざ

わ
ざ
　
「
た
か
ま
が
は
ら
」
　
と
訓
読
さ
せ
る
事
に
、
い

さ
さ
か
の
疑
念
を
感
じ
た
。
ど
う
し
て
「
天
」
を
「
あ

ま
」
　
あ
る
い
は
　
「
あ
め
」
　
と
訓
せ
ず
、
「
ま
が
」
　
と

矯
正
す
る
の
か
。
果
た
し
て
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ

い
て
い
る
の
か
。
ほ
ど
な
く
、
国
文
学
の
分
野
で
は
、

「
南
天
原
」
は
、
「
た
か
ま
が
は
ら
」
で
は
な
く
、
「
た

か
ま
の
は
ら
」
　
と
訓
読
す
る
こ
と
に
統
一
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
学
ん
だ
。

南
天
原
の
訓
み
は
、
本
来
、
濁
ら
な
い
よ
う
に
、

「
た
か
あ
ま
は
ら
」
、
或
い
は
、
「
た
か
あ
ま
の
は
ら
」

で
あ
り
、
こ
れ
が
連
続
す
る
母
音
の
短
縮
形
と
し
て

「
た
か
ま
の
は
ら
」
と
読
ま
れ
た
。
時
代
が
下
り
「
た

か
ま
の
は
ら
」
が
転
離
し
て
　
「
た
か
ま
が
は
ら
」
　
と

な
っ
た
訳
で
あ
る
。
当
然
、
「
た
か
ま
が
は
ら
」
　
の

読
み
は
歴
史
的
に
新
し
い
。
聖
な
る
世
界
と
し
て
の

南
天
原
の
訓
み
は
、
上
代
で
は
清
音
で
あ
り
、
濁
音

の
　
「
た
か
ま
が
は
ら
」
　
が
流
布
し
て
い
っ
た
の
は
中

世
　
（
室
町
期
）
　
以
降
で
あ
る
。
西
宮
一
民
は
、
上
代

人
の
　
「
天
」
　
の
結
合
単
位
に
つ
い
て
四
型
に
分
類
し

た
が
、
「
天
原
」
　
は
　
「
ア
マ
ノ
ハ
ラ
」
　
で
あ
り
、
「
ア

マ
ガ
ハ
ラ
」
　
で
は
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
「
タ
カ
ア

マ
ガ
か
ラ
」
と
い
う
形
は
な
く
、
「
た
か
ま
が
は
ら
」

と
の
訓
も
本
来
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

歴
史
関
係
の
諸
兄
の
多
く
が
、
近
世
以
降
の
資
料
を

渉
猟
し
て
　
「
南
天
原
」
　
を
　
「
た
か
ま
が
は
ら
」
　
と
訓

み
下
し
、
結
果
的
に
多
様
な
読
み
方
を
封
じ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
避
憶
で
あ
る
。
（
以
下
次
号
）

（
会
員
　
大
月
短
期
大
学
）

ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
の
系
譜
（
教
材
研
究
）

黒

　

羽

　

秀

　

雄

今
春
あ
る
会
に
て
コ
メ
ン
ト
を
も
と
め
ら
れ
た
の

で
、
こ
の
こ
と
を
記
し
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
今
後
の
世
界
政
策
の
話
題
か

ら
ロ
シ
ア
の
政
策
は
い
か
に
？
と
い
う
展
開
に
な

り
、
私
の
地
政
学
的
な
見
解
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た

の
で
し
た
。
そ
こ
で
出
席
の
方
々
に
、
ま
ず
あ
る
二

人
の
人
名
を
ご
存
じ
か
？
と
き
い
て
み
ま
し
た
ら
、

前
者
は
そ
こ
そ
こ
認
知
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
後

者
は
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
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ロ
シ
ア
の
今
後
の
動
向
を
探
る
上
で
こ
の
二
人
は
不

可
欠
な
人
物
ゆ
え
　
（
こ
の
三
人
は
あ
る
共
通
の
ア
イ
デ

ア
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
り
）
ち
ょ
う
ど
よ
い
機
会

ゆ
え
、
こ
の
地
政
学
上
の
ア
イ
デ
ア
が
再
び
注
目
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
き
参
考
事
例

と
し
て
解
説
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

前
者
の
ア
イ
デ
ア
は
、
「
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
ブ

ロ
ッ
ク
」
、
後
者
は
　
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
ニ
ズ
ム
　
（
ユ
ー

ラ
シ
ア
主
義
）
」
　
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
私

も
約
十
年
以
上
前
に
知
人
よ
り
送
っ
て
い
た
だ
い
た

後
者
の
　
「
書
評
」
　
を
読
み
、
ロ
シ
ア
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

に
関
す
る
サ
イ
キ
　
（
職
種
）
　
の
流
れ
の
凄
さ
を
再
認

識
し
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
昨
年
　
（
二
〇
二
ハ
年
）

に
刊
行
さ
れ
た
本
の
オ
ど
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

目
次
を
見
て
、
出
る
べ
く
し
て
出
た
本
だ
と
実
感
し

た
の
で
す
。
そ
の
オ
ビ
は
　
「
〝
ソ
ビ
エ
ト
帝
国
〟
　
の

復
活
に
は
、
日
本
・
イ
ラ
ン
・
ド
イ
ツ
と
の
同
盟
締

結
が
重
要
だ
。
千
島
列
島
は
返
遷
し
よ
う
。
た
だ
し
、

日
米
安
保
と
引
き
換
え
に
I
L
　
と
あ
り
、
又
目
次

に
あ
っ
た
第
八
章
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ
ー
キ

ン
と
第
十
一
章
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
読
ん
で
み
ま
し

た
。
文
脈
の
関
連
で
先
程
の
二
人
の
方
の
後
者
が
、

こ
の
ド
ゥ
ー
キ
ン
　
（
ロ
シ
ア
人
）
　
で
す
。
又
前
者
は

ハ
ウ
ス
ボ
ー
フ
ァ
ー
（
ド
イ
ツ
人
）
　
で
彼
は
地
政
学

の
祖
の
一
人
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
（
英
国
人
）
　
の
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
論
を
下
敷
に
し
て
独
ソ
日
に
よ
る
大
陸
ブ

ロ
ッ
ク
を
提
唱
し
た
人
で
す
。
要
は
ロ
シ
ア
の
今
後

の
大
戦
略
（
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
イ
）
　
は
、
マ
ッ

キ
ン
ダ
ー
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
そ
し
て
ド
ゥ
ー
ギ

ン
と
所
蹄
地
政
学
上
の
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
の
系
譜
に
つ

な
が
る
流
れ
に
そ
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

今
後
の
参
考
の
為
に
知
人
が
送
っ
て
く
れ
た
　
「
書

評
」
　
と
昨
年
に
出
た
本
に
つ
き
記
し
て
お
き
ま
す
。

「書評」ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ド
ル
・
ド
ゥ
ー
ギ
ン
『
地
政
学
の

基
礎
　
ロ
シ
ア
の
地
政
学
的
未
来
　
空
間
を
も
っ
て

思
考
す
る
』
　
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
九
九
年
。
岩
手
県
立

大
学
教
授
、
黒
岩
幸
子
評
「
岩
手
県
立
大
学
総
合
政

策
」
　
第
四
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
　
9
3
頁
～
1

0
1
頁
。

「本」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
ニ
ズ
ム
ー
ロ
シ
ア
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
台
頭
』
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ロ
ー
ヴ
ア
1
番

越
智
通
雄
訳
　
N
H
K
出
版
　
三
五
六
四
円

（会員）

五
十
音
図
の
不
思
議

佐

　

藤

　

健

　

二

た
ぶ
ん
平
安
の
初
期
で
あ
る
。
い
ろ
は
歌
と
並
ん

で
五
十
音
図
が
作
ら
れ
た
。
小
学
校
入
学
と
共
に
国

語
で
　
「
あ
い
う
え
お
　
か
き
く
け
こ
」
　
と
五
十
音
図

を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
。
文
字
の
世
界
、
知
の
世
界
へ

の
第
一
歩
で
あ
る
。

平
泉
澄
博
士
に
よ
る
と
、
こ
れ
を
作
っ
た
人
は
、

大
変
な
学
者
、
そ
れ
も
悉
餐
学
者
で
あ
ら
う
と
云
ふ
。

毒
物
諮
日
本
史
　
上
』
）
。
悉
嬰
と
い
ふ
の
は
古
代
イ

ン
ド
語
で
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
こ
と
で
、
仏
典

の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
が
五
十
音
図
の
作

成
に
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
言
語
は
構
造
を
も
つ
。
文
法
で

あ
る
。
国
語
で
五
段
活
用
　
（
四
段
活
用
）
　
と
か
、
上

一
段
活
用
と
か
習
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
だ
ら

う
。
そ
の
文
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
五
十
音
図
が
な

け
れ
ば
説
明
が
で
き
な
い
。
縦
の
行
（
ア
行
・
力
行
・

・
・
）
横
の
段
　
（
ア
段
・
イ
段
・
・
・
）
　
こ
の
組
み
合

は
せ
で
、
活
用
語
の
語
尾
変
化
を
説
明
す
る
。
書
か

ず
。
番
き
て
。
書
く
。
書
く
と
き
。
書
け
ば
。
書
け
。

あ
る
と
き
人
は
そ
こ
に
法
則
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
そ
れ
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
が
五
十
音
図
で

ある。五
十
音
図
、
そ
ん
な
の
知
っ
て
る
よ
と
言
は
ず
に
、

今
一
度
こ
れ
を
唱
へ
な
が
ら
、
五
十
音
図
の
世
界
を

発
見
し
た
悉
鐘
学
者
の
感
動
を
追
体
験
し
て
み
る
の

も
、
無
駄
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

（会員）

◎
日
本
教
師
会
第
五
十
七
回
教
育
研
究
全
国
大
会
は

八
月
五
日
　
（
土
）
　
～
六
日
　
（
日
）
　
に
大
阪
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

研
究
主
題
は
「
道
徳
科
の
授
業
の
あ
り
方
と
課
題
」

で
す
。
場
所
、
日
程
等
の
詳
細
は
前
号
を
ご
覧
下
さ

い。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
「
東
京
の
教
育
」
　
へ
の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
ア
ド
レ
ス
　
（
佐
藤
）
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